
1995年出上の木簡

ネ申号
戸ベ

大下
学で
医い

学で
吉Ьぶ

附ム

属ぞ

万看サ
院児
構号
内憮
遺
跡

兵
庫

１
　
所
在
地
　
　
　
神
戸
市
中
央
区
楠
町
七
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
四
年

（平
６
）

一
〇
月
１

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
兵
庫
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
士
口
田
　
昇

・
岡
崎
正
雄

・
水
口
富
夫

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
～
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

当
遺
跡
は
、
神
戸
大
学
医
学
部
附
属
病
院
構
内
遺
跡
と
し
て
発
掘
調
査
を
実

施
し
て
い
る
が
、
神
戸
市
教
育
萎
員
会
発
行
の
遺
跡
分
布
地
図
に
よ
る
補

・
荒

田
町
遺
跡
の
東
側
の

一
角
を
な

す
も
の
で
あ
る
。
遺
跡
は
、
中

央
区

・
兵
庫
区
に
ま
た
が
り
南

北

一
二
〇
〇
ｍ
東
西
八
Ｏ
Ｏ
ｍ

が
遺
跡
の
範
囲
と
推
定
さ
れ
て

お
り
、
縄
文
時
代
後
期
か
ら
近

一戸

世
に
い
た
る
複
合
遺
跡
で
あ
る
。

申

兵
庫
県
教
育
委
員
会
で
は
、
附

く

属
病
院
の
改
築
計
画
に
よ
っ
て
、

順
次
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
き
た
。

今
回
、
報
告
す
る
調
査
は
、
構
内
の
南
西
に
あ
た
る
医
学
部
本
館
の
建
替
え

に
よ
る
も
の
で
、
地
下
構
造
を
も
つ
本
館
を
避
け
て
、
建
物
の
南
側

（Ａ
区
）

と
西
側

（Ｂ
区
）
に
Ｌ
字
形
に
調
査
区
を
設
定
し
た
。
調
査
面
積
は
、
三
九

二
ポ
で
あ
る
。

調
査
区
の
う
ち
、
西
側
の
Ｂ
区
は
Ａ
区
に
比
べ
遺
構
面
が

一
・
五
ｍ
ほ
ど
高

く
な
っ
て
い
る
が
、
後
世
の
削
平
を
受
け
た
た
め
遺
構
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い

な
い
。

い
っ
ぽ
う
、
Ａ
区
で
は
、
地
表
下
三
ｍ
に
遺
構
面
が
あ
り
、　
〓

一―

一
三
世

紀
の
柱
穴
が
存
在
す
る
が
、
調
査
区
が
狭
い
た
め
建
物
を
復
原
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
ま
た
、
こ
の
調
査
区
は
病
院
内
で
最
も
低
い
位
置
に
あ
り
、
遺
物
包

含
層
も
八
〇
印
堆
積
し
て
い
る
。

木
簡
は
Ａ
区
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
る
井
戸
か
ら
出
土
し
た
。
こ
の
井
戸
は
、　
一

辺
九
〇
伽
、
遺
構
面
か
ら
の
深
さ
二

・
五
ｍ
の
方
形
横
棧
縦
板
組
井
戸
で
あ
る
。

掘
形
を
含
め
た
井
戸
の
大
き
さ
は
、
直
径
三

・
五
ｍ
と
推
定
さ
れ
る
。
井
戸
掘

形
の
約
半
分
は
、
医
学
部
本
館
建
物
の
下
に
及
ぶ
た
め
調
査
で
き
て
い
な
い
。

井
戸
の
横
機
は
、
三
段
残
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
ほ
ぞ
穴
に
よ
っ
て
組
み
合

わ
さ
れ
て
い
る
。
横
機
の
内
法
は
、
七
五
伽
あ
る
が
、
土
圧
に
よ
っ
て
や
や
歪

ん
で
い
る
。
井
戸
内
部
に
落
ち
込
ん
で
い
た
横
棧
の
残
欠
か
ら
推
定
す
れ
ば
、

少
な
く
と
も
も
う

一
段
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
横
棧
を
支
え
る
隅
柱
は
、

各
段
の
横
機
を
長
さ
四
五
軸
の
独
立
し
た
支
柱
で
支
え
る
特
殊
な
構
造
と
な
っ



て
い
る
。
横
機
の
外
側
は
、
各
面
と
も
三
〇
―
四
〇
伽
幅
の
縦
板
で
二
重
に
覆

わ
れ
て
い
る
。

出
土
遺
物
は
、
井
戸
の
中
位
か
ら
上
に
集
中
し
て
い
る
。
そ
の
下
に
は
人
頭

大
か
ら

一
抱
え
も
あ
る
川
原
石
が
埋
没
し
て
い
て
、
こ
の
井
戸
が
あ
る
時
期
に

人
為
的
に
埋
め
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
出
土
し
た
遺
物
は
、

呪
符
木
簡
四
点
、
漆
塗
椀

一
点
の
ほ
か
（
多
量
の
須
恵
器

・
土
師
器

・
輸
入
磁

器
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
出
土
遺
物
か
ら
、
こ
の
井
戸
は

一
三
世
紀
前
半
に
掘
ら

れ
、　
一
四
世
紀
前
半
に
は
廃
絶
し
た
と
み
ら
れ
、
木
簡
は
井
戸
の
廃
絶
に
伴
う

も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω

　

「
＜
咄
吸
曜

（符
篠
）
山
五
鬼
急
々
如
律
令
」

］∞巽
鐸
撰
∞
露

「咄
吠
曜
日
日
日
日
日
□

。
「咄
吸
曜

（符
篠
）
急
如
□
×

。
「日
日
Ｈ
日
日
Ｈ
ＩＩ
□
（天
地
逆
）

「日
日
日
日
日
日
Ｈ
□
　
読
誦

ｌ

！

」

（
Ｓ

じ

×

Ｏ
じ

×
卜
　
ｏ
む

（
Ｓ

じ

×
絣

×
｝

伽
　
ｏ
‘

(4)

Ｎ
⇔
『
×

（
∞
Φ
）
×
∞
　
⇔
μ
い

釈
読
に
あ
た
り
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
綾
村
宏
氏

・
館
野
和
己
氏

・
古

尾
谷
知
浩
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（水
口
富
夫
）

幸

(2)

(1)(4)




